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paraest~etica で， Sklerodermia の組織変化は






















































武田教授は肥厚性胃炎でp 時にポ リー プ状となるとし
ている．か》る 1群のもの、報告例は最近の本邦には




































するか PolyposeGastritisとするかp とに角 Polyp
と言う名を銘子すべきであろう.Polypにせよ Gast-








































































































なる様に添加p 後o.1, 3,6, 12, 24時間の膿清内s:wえは
Kl¥:f濃度変化を決IT定p 此から両剤の乾酪性物実内移行
量を計算した．













Wilkinson, M. C.: J. Bone & Joint Surg. Vol. 36-
B：ミo.1. 













































］） 症例 1 20才 合． 主υ巾土顔面醜形及び歩行障
害．頭部レ線擬影により頭蓋全（1ζに広汎な骨変化をみ
たが Leontiasisosseaの様相を呈しているものであ
